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上位計画
（世界の「交流拠点都市金沢」をめざして）

から考慮すべき方向性

改定都市計画マスタープランにおける
都市づくりの視点

時代の潮流

都心部における都市機能の集積

新幹線時代への対応

国内外との交流の促進

環境を重視したまちへの転換

安全・安心な都市の構築

新たなコミュニティの形成

新たなコミュニティを
主体とした協働

価値観の変化・多様化への対応

高度情報技術社会の進展

人口減少、少子・高齢社会の進展

都市内交通網の強化・充実

歴史的資産の保全・継承

既存ストックの有効活用・長寿命化

地方創生、多様な主体による協働

都
市
づ
く
り
の
課
題

世界の交流拠点都市

（世界に開かれた都市）

集約都市形成

（人口減少、少子・高齢社会）

特有な
歴史・伝統・文化

（特有な歴史・伝統・文化）

新たな産業構造

（新 設）

自然・都市環境

（安全・安心）

（地球環境）

安全・安心

（市民参加）

※（　）は既定計画の視点

第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題

　既定計画を基に、「上位計画」から考慮すべき方向性や「時代の潮流」を踏まえた都市づくりの視点は以下のと
おりです。

１─１　都市づくりの視点

第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題
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第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題

　上位計画から考慮すべき方向性や時代の潮流から導かれるまちづくりに関する課題を都市づくりの視
点から抽出します。

１─2　都市づくりの課題

：新たな課題、	 ：変更した課題、	 ：継続する課題
◎印 ： 市民アンケート調査結果からも裏付けられる課題

視点１ ： 世界の交流拠点都市

視点２ ： 集約都市形成

【新幹線時代への対応】

　   ・交流人口の増加に対応した民間開発の適正な規制・誘導

　  ◎国内外からの来街者や市民にとって快適な都市環境の整備

　   ・様々なニーズに対応した観光を軸とした交流機能の充実

【ハレの場としての都心の再構築】

　  ◎都心軸の中軸・中心商業拠点としての機能強化

　  ◎中心市街地への都市機能の集積

　  ◎中心市街地活性化基本計画に基づく活性化施策の推進

【便利で快適な暮らしの維持・充実】

　    ・子育て世帯と高齢者世帯が安心して暮らせる住生活の実現

　    ・まちなかにおける定住の促進

　   ◎未活用町家を含む空き家や低未利用地の活用

【国内外との交流の促進】

　   ・北陸新幹線延伸（敦賀開業、大阪延伸）と並行在来線の安定的な経営・運行と利便性確保

　   ・東海北陸自動車道へのアクセス道路整備の促進

　  ◎外環状道路（海側幹線）の早期整備、内・中環状道路の完成

　   ・金沢港の港湾機能の充実と賑わいの創出
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第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題

【土地利用と交通の連携】

　   ・市街化調整区域の適正な土地利用の規制・誘導と集落機能の維持

　  ◎都市内交通や二次交通などの交通基盤の整備

　   ・公共交通重要路線の定時性、速達性、運行頻度の向上

　   ・地域の特性に応じた生活交通の導入

　   ・都市計画道路の見直し、選択と集中による必要な道路の整備

【美しく品格のあるまち】

　   ・金沢の個性豊かな景観の継承

　   ・景観の新たな魅力の創出と発信

　  ◎川や斜面緑地などの金沢特有の地形・自然の保全

　  ◎まちなかエリアを対象とした無電柱化の推進

　   ・建築物高さの混在解消

【持続的な行財政運営の確立】

　   ・公的不動産の有効活用

　   ・公共施設などの計画的かつ持続的な再整備の実施

　   ・周辺市町との連携による土地利用適正化の推進

　   ・石川中央都市圏における公共公益施設などの連携の強化

【歴史文化資産の活用】

　   ・金澤町家の保全と活用の推進

　   ・歴史的建造物群の保存と歴史的街並みの保全

　  ◎城下町の都市構造を伝える用水・広見などの保全と活用

　   ・世界文化遺産登録を視野に入れた歴史文化資産の保全と周辺環境の調和

視点３ ： 特有な歴史・伝統・文化
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第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題

【農林業の持続的な発展】

　   ・農林業を支える担い手の育成

　   ・農作物の高付加価値化などによる６次産業化の推進

　   ・有害鳥獣被害の防止対策の推進

【グローバル・ネットワークの活用】

　   ・第４次産業革命に対応した新産業の創出

　   ・日本海側のハブとなる陸路・海路・空路の優位性を活かした関連産業の活性化

　  ◎観光・レクリエーション基盤の整備と関連産業の活性化

　   ・国内外からの観光客の急激な増加を踏まえた受入体制の充実・強化

視点４ ： 新たな産業構造

【環境負荷の低減】

　  ◎歩行者・自転車利用者・公共交通の利便性の向上

　   ・住宅の省エネルギー化や省エネルギー設備の導入促進

　   ・太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入促進

　  ◎ごみの減量化の強化や資源化の促進

【潤いある生活ができるまち】

　   ・農林業の振興などによる都市周辺の農地や山林の保全

　  ◎海・山・川などの自然環境の保全

　  ◎公園・緑地・庭園などの豊かな緑の継承と活用

　   ・公共空間や民有地における都市内緑化の推進

視点５ ： 自然・都市環境
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第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題

【災害に強いまち】

　  ◎土砂災害や水害、雪害などに対応する計画的なまちづくりの推進

　  ◎木造密集地区における防災性の改善や建築物の耐震改修の促進

　  ◎まちなかエリアを対象とした無電柱化の推進（再掲）

　   ・長寿命化計画に基づく公共施設などの適切な維持管理

　  ◎避難場所や防災施設の確保と機能の充実・強化

　   ・避難情報の提供などによる災害予防対策の推進

　   ・自主防災組織の充実と市民防災意識の向上

視点６ ： 安全・安心

視点７ ： 地域コミュニティを主体とした協働

【健やかな暮らしを支えるまち】

　  ◎生活道路の適切な維持管理

　  ◎交通安全対策の充実

　  ◎ハード・ソフトのバリアフリー化の促進

　   ・地区ごとの歩けるまちづくりの推進

　  ◎高齢者福祉施設・生涯学習施設・スポーツ施設などの充実

【地域コミュニティを支えるまち】

　   ・市民が主体となったまちづくりルールの普及推進

　   ・旧町名の復活などによる地域コミュニティの醸成

　  ◎市民活動や組織への支援による地域コミュニティの活性化

　  ◎様々な地域団体間の連携強化によるまちづくりの推進

　   ・自主防災組織の充実と市民防災意識の向上（再掲）
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●災害に強いまち
●健やかな暮らしを支えるまち

●地域コミュニティを支えるまち

視点７：地域コミュニティを主体とした協働

〔都市づくりの視点と課題〕 〔都市づくりの目標〕

視点１：世界の交流拠点都市

視点２：集約都市形成

視点３：特有な歴史・伝統・文化

視点４：新たな産業構造

視点５：自然・都市環境

視点６：安全・安心

●新幹線時代への対応
●国内外との交流の促進

●ハレの場としての都心の再構築
●便利で快適な暮らしの維持・充実
●土地利用と交通の連携
●持続的な行財政運営の確立

●歴史文化資産の活用
●美しく品格のあるまち

●グローバル・ネットワークの活用
●農林業の持続的な発展

●環境負荷の低減
●潤いある生活ができるまち

金沢らしい資産を守り・
磨き上げ・活かすことで、
成長・発展していくまち

中心市街地を核とした
都市機能の集積と

公共交通重要路線沿線へ
居住が誘導されたまち

都市と良好な農林業・
自然環境との共生によって、
市民誰もが安全で快適に
暮らし働けるまち

市民が主役の持続可能なまち

第１章  都 市 づくりの 視 点と課 題

　「都市づくりの視点と課題」を踏まえ、以下の「都市づくりの目標」を設定します。

１─3　都市づくりの目標
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